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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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　この品評会は、国の農林水産祭参加行事
として、全国茶生産団体連合会が主催した
もので、平成 29 年 9 月 5 ～ 8 日長崎県の
大村市で開催されました。審査茶種は、煎
茶 10k、煎茶 4k、深蒸し煎茶、玉露、かぶ
せ茶、てん茶（抹茶にする前のお茶）、蒸し
製玉緑茶、釜炒り茶の 8 茶種部門があり、
それぞれの部門の 1 等 1 席には農林水産大
臣賞が授与されます。私は、審査委員の一
人として審査をさせて頂きました。福岡県からは、煎茶 2 部門、玉露、
かぶせ茶、てん茶の 5 部門に出品し、それぞれ多くのお茶が入賞した
ことにより、八女茶の名声を大いに高めることとなりました。特に玉
露部門では、1 等 1 席の日本一に 200 点満点で久間正大さん（38 歳）
が輝かれました。2 位は 199 点で京都の宇治茶で、まさに日本一を争
う高レベルの品評会でした。久間さんは、平成 13 年に就農し、茶作業
の機械化を進め、今では、自身が経営する 450a のすべての茶園を乗
用型管理機で作業しています。しかし、茶の販売をしている中で、茶
を作るなら最高峰の「玉露」を作り、消費者に届けたいと思い、煎茶
園から「八女伝統本玉露」、「全国茶品評会」への挑戦を始めました。
実際の玉露栽培管理では、40 歳以下の生産者で組織する「福岡県茶業
青年の会」の会員のうち玉露生産者を中心に「玉露プロジェクト」を
立ち上げ、メールやラインなど SNS を駆使し、茶園の画像など情報交
換を図りました。この品評会で 1 等 4 席になった星野村の山口孝臣さ
んもその仲間で、くしくも同日に被覆を開始し、同日に摘採されたそ
うです。ベテラン玉露生産者の「匠の技」に挑戦する若い力に祝意と
敬意を表します。　  福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

久間正大さん
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こんにちは。
筑後警察署です。

㊵

「道路横断中の交通事故防止！」
　筑後警察署からのお願いです。福岡県内
では、８月１８日から２７日までの１０日
間で、「９件」の交通死亡事故が発生してい

ます。うち４件が、「道路横断中の歩行者が犠牲」
となる交通死亡事故でした。
　例年、日没時間が早くなる９月以降は、午後
５時～７時の間の事故が多発する傾向にありま
す。
　歩行者の方は、●横断歩道を渡りましょう。
●信号が青になっても、左右の安全を確認して
から、道路を渡りましょう。●反射材などを活

用して、ドライバーから目立つ工夫をしましょう。
　運転者の方は、●横断歩道上に人がいれば、必ず一時停止！●
十分な車間距離をとりましょう。●郊外など薄暗い夜道は、「ハイ
ビーム走行」で、歩行者等を早く発見できるようにしましょう。
　交通事故は、皆さん一人一人の心がけ次第で減らすことができ
ます。思いやりと余裕を持った運転で、福岡県から交通死亡事故
をなくしましょう！！
　詳しくは、筑後警察署のホームページをご覧ください。

矢部川源流・杣の里の四季　�
オトギリソウ（弟切草）[オトギリソウ科]

　オトギリソウの名の由来は、
この草を原料にした秘薬の秘密
を漏らした弟を兄が切り殺した
という平安時代の伝説による。
全草を乾燥させたものを小連翹

（しょうれんぎょう）といい生薬
として用いる。花期は 7 ～ 9 月。

黒木町　松尾　重根

八女筑後看護専門学校の卵　③
　看護科は、准看護師の資格を取得した後、正看護師の国家資格を取得するた
めの教育です。勉強する内容は同じでも、准看のときより求められるレベルは
各段と上がります。年齢、性別、病気が同じでも、人は顔や形が違うようにそ
の人の価値観、人生観が違うため、一人ひとりの患者さんにあった看護が求め
られます。患者さんの状況を踏まえ、計画を立て、ケアを行い、言葉や表情、
動作などから、行った援助を評価して、喜んでもらえるような個別性のある看
護を目ざします。看護計画をたて、 実行に移し、 評価して、悪いところは 改善
していくサイクルは、生産管理や品質管理に使われる手法と全く同じです。こ
のサイクルに基づいて看護を行うことが、患者さんに対する看護の質を保証し
ます。実習では、常にこの考え方が求められ、行ったことを記録しますが、決
して楽ではありません。実習が始まった頃は、記録を書くことに不慣れで、随
分時間を費やし、睡眠時間を削る学生も多いようですが、回を重ねるごとに書
くことに慣れて要領をつかんでいきます。この実習経験を通して、一人の患者
さんの看護を振りかえり、事例報告という発表会を行います。これまでの自分
の体験をまとめ、同じような病気や状況に置かれている患者さんにどう看護し
たらよいのかの具体的方法を残しておきます。また自分の行った看護を文章に
し、自己の考えや、言いたいことを相手に伝える難しさも同時に経験します。
　学生は、夏季休業中、毎日のように登校し、担当教員の指導を受けながら事
例報告としてまとめますが、携帯電話やパソコンのメールなどで、短い文章で
絵文字、顔文字、スタンプを使い、やりとりをする若い人が多く、長い文章を
書くことに慣れていないようです。文章力は短期間で上達するものではありま
せんが、最初上手く書けなくても、最後はしっかりとした内容にまとめ堂々と
発表します。発表会を終えると、さわやかな秋
を迎え、いよいよ本格的に看護の道を歩んでい
きます。看護師は、仕事についても、常に記録
を書かなければなりません。実習記録を書いた
り、事例報告としてまとめて発表したりした経
験が、これからの看護業務にきっと活かされる
と思っています。　副学校長　高治　智美

第 26回八女茶で健康 平成29年度全国茶品評会玉露の部で上陽
町仏尾の久間正大さんが日本一獲得！


